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ミエル・アグワラ（Myel Agwara）儀礼後の社会変容
―ウガンダ共和国・西ナイル地域・G村における死の意味づけ―
What Happened after the Ritual of ‘Myel Agwara’:










　2009 年 8月、私は故 Cの親族クランにミエル・アグワラ儀礼の実施を提案し、そのための資
金援助を申し出た。故 Cは、生前、クランのリーダーの後継者として U、Uを助けるべく副リ
ーダーの Lを任命していた。そこで、今回の儀礼の準備は、Uと Lを中心として行われた。儀
礼準備のための G村の第1回ミーティング（2011年 2月 6日）で、私は故 Cの姉の名前アナ・
ニャウヌ（Ana Nyaunu）を授けられ、一族のメンバーとなった。第 2 回ミーティング（2011




















故郷である西ナイルの G村に、その父 C氏を訪ねたのは 2002 年 8月であった。Jは、Cの第 4
妻の第 7男にあたる。図 1と図 2の親族関係図に、本稿で登場する人物を記した。
　故 Cは 1911 年 7 月 13 日に生まれ、43 年間、公務員として働き、パモラ（Pamora）一族に
属する G村のジュパウヌ（ Jupa unu）クラン・リーダーを務め、村の人びとから慕われた。生




短い 50センチメートル弱のものから、長い 1メートル余のものまで、長短あわせて 8本で 1セ
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クを廃嫡しなければならない。そこで Cは洗礼を受け入れる直前、秘密裏に息子の Uと Lを呼
び、アビラとジョクを託した。Cの敷地内ではなく、少し離れた場所に住んでいた Uは、Cの
それらを自らの敷地内へと移設した3）。ジョクの管理は、Uの母、つまり Cの第 3妻に担われ
ていたが、高齢のため 2011 年に Uの第一妻へとその管理が継承された。
　今回の儀礼再興のために、Uは 2011 年 6 月、アビラとジョクを刷新した。G村から 18 人の
長老が集まり、Uはアビラのために 1頭の山羊を、ジョクのために 3頭の山羊を供犠した。ミ











2011 年 2 月 ミエル・アグワラ第 1回ミーティング
6月 Uによるアビラとジョクの刷新
8月 ミエル・アグワラ第 2回ミーティング
2012 年 1 月 ミエル・アグワラ第 3回ミーティング
2月 Oによるアビラとジョクの刷新
3月 ミエル・アグワラ儀礼
12月 第 4妻（1928 ～ 2012）の死




2014 年 1 月 A家族と E家族（故 C氏弟）が G村離居
11月 第 3妻（1919 ～ 2014）の死
2015 年 3 月 3 月 11 日開催（L側申し立て）
8月 8月 7日開催（K側申し立て）

















1. 1.  2014 年 2 月
















































　それを受けて、2013 年 12 月、コミュニティ・ミーティングが開かれ、Uは仲裁をはかろう
としたが、村人たちの賛同を得ることができず、リーダー失格だと非難された。そして、故 C
の弟の妻 2人と Lの妻 Sの追放が、全会一致で申し渡された。故 Cの弟たち 2家族はすぐに G
村を出たが Lは Sの潔白を主張した。K、Kの妻、Kの長男が、Lと Sの家を長刀で切りつけ
て、火をつけた。Lは警察を呼び、3 人は逮捕された。3 人は 800,000 ウガンダシリング（約
25,000 円）支払って、釈放された。Lは、放火事件をネビ（Nebbi）の法廷に提訴した。







ダの手配を Lに頼んだ。バイクタクシーの運転手をしている、故 Cの第 7妻の息子 T（第 7妻
が早く亡くなったため、Lと Jの母である第 4妻が養子にした）が、Wの家に運び込んだ。

























































































2. 1.  S へのさらなる疑惑









　5月 4 日に焼け出された。最初は、妻 Sの実家のあるパデル（Padel）村に行ったが、6


















語ろうとしなかった。故 Cの第 1妻の 1族である Smは、このクランで最も力をもっているは
ずだが、故 Cの敷地内に住んでいるものの、Uや Lが仲良く一緒に集っていた頃でも、そこに

































































































きな家を 2軒、使用人小屋（boys' quarters）を 1軒建てられる。
　今年の綿花は、害虫と長雨で駄目だった。1キログラム 1,500 ウガンダシリング（約 50
円弱）で売り、今、50キログラム残っている。ここの土地は綿花に向いていない。普通な






































3. 1.  アビラとジョクの相続をめぐる問題














　故 Cの弟 Oは、Uのアビラから種（abila kodi）を分けてもらい、自身の屋敷内にアビラと
ジョクを作っている。私が最初にそれを見たのは、アグワラ儀礼の前の月（2012 年 2月）だっ
た。Oは、家族内の問題を解決するために、アビラとジョクを刷新した。Oの屋敷のジョクは、






















頭の羊が必要で、3日もあれば作り変えられるのだが、と相談された。そこで、2017 年 2 月に
は来られないが 8月に来るので、その時にアビラを一緒に新しくしようと提案した。しかし娘
は「それではあまりに遅い、1月か 2月にしなければならない」と言う。相談した結果、私は
アビラの刷新のために羊 1頭分の 100,000 ウガンダシリング（約 3千円）を置いて帰った。
3. 2.  土地をめぐる葛藤
　故 Cから相続した、もう一つのものは、土地である。4家族が追放された結果、故 Cの敷地































3. 3.  僚妻二人の死




























青年組の力が大きく働いていた。故 Cの弟たち 2家族が村を去り、Oだけが G村に残された。
魔女とされたうちの一人 Sは、Lの支えもあり、G村に住み続けた。リーダーであった Uと L
は決裂し、故 Cの遺志「Uと Lが 2人でクランを統括すること」は不可能となった。次に故 C
の第 4妻の養子 Tの妻が亡くなった。再び Sは、彼女の死の責任を問われ、家を焼き払われ、
Lと一緒に G村を去った。同じくその責任を問われた Jの妻も、家族と一緒に G村を去った。




ティポは祖霊の安息地へと誘われた。そのことにより Uと Lをクランのリーダーとする故 Cの
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What Happened after the Ritual of ‘Myel Agwara’:
The Deaths that Occurred in the G village of West Nile in Uganda
Noriko TAHARA
 The Alur people, belonging to the West Nile region in Uganda and the north-east end of the 
Democratic Republic of Congo, used to perform the ritual of ‘myel agwara’ to mourn the death of a 
person, a few years after the death. Myel agwara literally means ‘the dance of agwara (long horns)’, 
and is planned by the offspring of the deceased. It is believed that after the myel agwara, the person’s 
spirit finds peace in the world of ancestors.
 In 2012, we revived myel agwara to mourn the death of C of G village in Nyravur sub-county in 
Nebbi, Uganda. However, it was a challenge for us, as the myel agwara had not been performed in 
Uganda since 1987. To perform the myel agwara in the right manner, the participation of the partner 
clan is necessary. However, we could not find a partner clan to participate in the ritual, and therefore, 
we performed only some of the right procedures using the super natural power of ‘ambaya’. A few 
years after the myel agwara was performed, four families of the same clan were banished from the 
village. This was triggered by the deaths of a child and a woman in the clan.
 In this article, I will describe the events surrounding the ritual in the village in chronological order, 
along with narratives of the local people, in order to enquire into the relationship between the revival 
of the ritual and the conflicts that occurred within the clan.
